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（出典）内閣府 電力需給に関する検討会合(第７回)・エネルギー・環境会議(第10回)合同会合 参考資料2 (2012) 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/electricity_supply/20120622/issiki.pdf


疑問点: 
今回、計画 
停電の準備は
事前にできて
いたか？

疑問点: 
今回、警報発
令が前日18時
でなかったの
は何故か？
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経産省ニュースリリース 
(3/21公開, 3/22差替)
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「お問い合わせを多数い
ただきましたので、件名に
追記を行いました。」

疑問点:  
お問い合わせを多数いた
だくまで「警報」という
表現を明記しなかった 

理由は何か？

（出典）経済産業省: ニュースリリース, 3月
22日は電力需給が厳しくなる見込みのため東
京電力管内で節電のご協力をお願いします , 

2022年3月21日(3月22日差替) 
https://www.meti.go.jp/press/

2021/03/20220321001/20220321001.html
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需給逼迫対応の経緯 (経産省説明)
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経済産業省

21日

ひっ迫対応の経緯（電力広域機関・経済産業省）

• 需給ひっ迫警報（第１報）発令
【20:00】

• 需給ひっ迫警報（最終報）警報解除
【11:00】

22日
（ひっ迫発生当日）

• 経産大臣から更なる節電のお願い
【14:45】

• 所管業界へ、東北電力管内での節電周知依頼
• 各省庁に、所管業界への東北電力管内での節電周
知依頼の発出を依頼

【13:00】

• 需給ひっ迫警報（第２報）発令（東北を対象に
追加）

【11:30】

• 各省庁に、所管業界への節電周知依頼の発出を依
頼

【10:00】

• 需給ひっ迫警報（第３報）発令（東北は警報解
除）

【23:00】

• 所管業界への節電周知依頼
【9:30】

• 経産大臣から節電のお願い
【8:40】

• 全電気事業者に対し発電出力増・需要抑制の依頼
【11:00】

• 東北管内への広域融通指示
【14:18】

• 全電気事業者に対し発電出力増・需要抑制の依頼
【15:00】

• 東電管内への広域融通指示
【15:08】

• 全電気事業者に対し発電出力増・需要抑制の依頼
【23:00】

• 東電管内への広域融通指示
【23:19】

電力広域機関

• 全電気事業者に対し発電出力増・需要抑制の依頼
【23:00】

• 東電管内への広域融通指示
【5:59】

• 東北管内への広域融通指示
【9:39】

23日
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疑問点:  
実際にどのよう
な形で前日
20:00に警報が
明示的に発令さ
れたのか？

（出典）経済産業省: 第46回電力・ガス基本政策小委員会 資料3-1, 2022年3月25日 
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/046_03_01.pdf
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系統情報サービスの公開時期
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表 本機関が公開する系統情報の項目及び公開時期 

情報項目 
公開時期 

（更新周期） 
（ａ）系統の空容量等に関する情報、流通設備計画 
・系統の空容量等に関し、簡易的に地図上に記載した送電系
統図（特別高圧以上）（※１） 

・流通設備建設計画（※２） 

都度 

（ｂ）需給関連情報 
・全国及び供給区域別の需給予想（送電端電力） 

長期：第３～１０年度の各年度の最大時需要電力と供給
電力 

年間：第１～２年度の各月の最大時需要電力と供給電力 
月間：翌月、翌々月の各週の最大時需要電力と供給電力 
週間：翌週、翌々週の日別の最大時・最小時需要電力並

びに最大時需要電力における供給電力、使用率及
び予備率 

翌日：翌日の最大時・最小時需要電力と予想時刻並びに
最大時需要電力における供給電力、使用率及び予
備率 

当日：当日における最大時・最小時需要電力と予想時刻
並びに最大時需要電力の供給電力、使用率及び予
備率 

・全国及び供給区域別の現在の需要電力実績等（※４） 
当日：当日、前日の需要実績カーブ、需要実績、使用率及

び最大使用率、当日の周波数（５０／６０ヘルツ代
表地点の瞬時値） 

・全国及び供給区域別の需要実績（１時間値） 
・全国及び供給区域別の供給実績（電源種別、１時間値） 
 

長期：毎年３月末日 
年間：毎年３月末日 
月間：毎月末日 
週間：毎週木曜日 
翌日：毎日（※３） 

１７時３０分以降
速やかに 

当日：都度 
（需要実績カーブ： 
５分周期） 
（需要予測及び実績グ
ラフ：１時間周期） 
（周波数現在値：３０
秒周期） 
（周波数実績値：５分
周期） 
全国及び供給区域別の 
需要実績：翌々月第５
営業日（１か月毎） 
全国及び供給区域別の 
供給実績：翌々月第５
営業日（１か月毎） 

（ｃ）再生可能エネルギーの出力抑制（需給バランスの制約）
の実施状況に関する情報（※５） 
・出力抑制が行われた供給区域 
・出力抑制が行われた日、時間帯 
・出力抑制の給電指令が行われた出力の合計（時間帯ごと） 
・出力抑制の理由（「下げ調整力不足」等の要因） 

出力抑制が行われた日
の属する月の翌月 

（ｄ）連系線に関する情報 
・空容量、運用容量、マージン、計画潮流（※７） 

長期：第３～１０年度の各年度での平常系統における最
大需要時の値（最大需要時以外で空容量が小さく
なると予想される場合、その断面の値を併記する
ことができる） 

年間：３か月先～第２年度末までの日別の昼間帯／夜間
帯の値 

月間：３週間先～２か月先までの日別の昼間帯／夜間帯
の値 

週間：３日先～２週間先までの３０分ごとの値 
翌々日：翌日～翌々日の３０分ごとの値 
当日～翌日：当日～翌日の３０分ごとの値 
実績：長期～当日の更新された最終の値 

長期：毎年３月末日（※
６） 
年間：毎年３月１５日
（※６） 
月間：毎月２０日（※
６） 
週間：毎週木曜日（※
６） 
翌々日：前々日１５時
（※３） 
当日～翌日：受給日の
前日１７時（※３） 
但し上記にかかわら
ず、運用容量、計画潮
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表１ 一般送配電事業者及び送電事業者が公開する系統情報及び公開の手段、時期 
情報項目 公開の手段 公開時期 

（ａ）一般送配電事業者及び送電事業者の系統ルール 

・情報公表ルール 

・設備形成ルール 

・系統アクセスルール 

・系統運用ルール 

一般送配電

事業者及び

送電事業者

のウェブサ

イト 

都度 

（ｂ）系統の空容量等に関する情報 

・系統の空容量等に関し、簡易的に地図上に記載した送電

系統図（特別高圧以上）（※１） 

一般送配電

事業者のウ

ェブサイト 

同上 

（ｃ）流通設備計画 

・流通設備建設計画（※２） 

一般送配電

事業者及び

送電事業者

のウェブサ

イト 

同上 

（ｄ）需要及び送配電に関する情報（※３） 

・地点別需要、系統潮流実績（変電所単位かつ１時間単位） 

・系統構成、予想潮流（１年度目、５年度目） 

・送電線の投資・廃止計画（１０年間） 

・送電線の作業停止計画（年間計画２年分、過去計画１年

分以上）） 

・送変電設備のインピーダンス（ループ系統のみ） 

一般送配電

事業者のウ

ェブサイト 

１年毎 

（ｅ）電源の開示に係る情報提供の対応状況に関する情報 

・発電設備等毎に情報提供の対応状況を明示した送電系

統図（発電設備等の名称は除く） 

同上 同上 

（ｆ）需給関連情報（需給予想） 

・供給区域の需要電力 

翌日：翌日の最大時需要電力と予想時刻 

当日：当日の最大時需要電力と予想時刻 

・供給区域の最大需要電力に対する供給電力 

翌日：翌日の供給電力 

当日：当日の供給電力 

同上 

翌日：前日１８

時頃 

当日：当日９時

頃 

（ｇ）需給関連情報（電力使用状況） 

・供給区域の需要電力の現在値 

・供給区域の当日及び前日（※４）の需要実績カーブ 

・供給区域の当日の最大電力実績と発生時刻 

同上 都度 

（ｈ）需給関連情報（需給実績）（※５） 

・供給区域の需要実績（３０分値） 

・供給区域の供給実績（電源種別、３０分値） 

同上 同上 

(出典) 電力広域的運営推進機関: 系統情報サービス・でんき予報・広域予備率Web公表システム, 2021年9月29日 
https://www.occto.or.jp/keitoujouhou/




